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裏作一小型~2尺 7寸畦に 1傑点矯q 播種ー風 カが字減せられたこさに原因するさころの消極


















和司8年度ゆ質績を析出したものである 0 ・ であるこさや示してゐるものであるo然るに、
3.研慌の結果 直視栽培に依れば第2表に示す如〈、それは僅
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区宮牧量に於て 4ー 13%噌牧し、窒崇1貰嘗牧 あるのみなら歩、それは努力の配分ぞ著しくよ
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2) 2.4-Dの起源~.4・D 即ち 十1 . > け
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ざしては 1944年に J.W. Mitchellさ C.L. 
Haaluer(52)t"; 2. 4・D に Cぽ bowax~加へた被で
豆の生育の抑制作用を試験中この物質がま理探的
除草剤ざしての使用を暗示したこさに始ま旬、
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